










研究目的 

壊死性腸炎の病因として患児の未熟性とダイビングリフレックスを中心とする腸管の血流

減少があげられているが,病原体としては過去においてブドウ球菌,緑膿菌,Klebsiclla 

oxytoca,Clostridium perflingens 等があげられていたが,最近 Clostridium difficlle の

病原性についても注目されている。我々は新生児早期に仮死,あるいは心停止に陥った児が

遅れて激しい腸炎症状を呈した 3症例を経験し,しかも全例の糞便からCl.difficile を分

離した。また症例の一部が壊死性腸炎に極めて類似していたことから,Cl.difficile の壊

死性腸炎に対する病因としての意義を検討することにした。今回はクロストリジウム腸炎

の病像とその流行期と非流行期における cl.difficile の分離率と毒素定量について検討

した。 


